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【松岡智佐子先生と山中節子先生を囲んで楽しい給食、上野小学校1年生】 

お友だち たく さんできたかな 

桜の咲く頃、お父さんお母さんに連れられて 

校門をくぐったピッカピッカの一年生も入学し 

て、もう2 カ月が過ぎました。 

学校生活にも慣れ、みんな元気いっぱいです。 

今年の1年生は、自分の意見をはっきり言い 

伸び伸びとした子が多いとのことです。 

給食の牛乳も残さないで全部飲みます。 

月に3回のご飯の給食が待ち遠しいとのこと 

でした。 

今年の新入学児童は上野小学校36人、市場小 

学校96人です。 

6月は 昌嚢熱齢2期分 の納税月です。 
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新
し
い
議
員
さ
ん
に
よ
る
昭
和
五
十
八
年
第
六
回
五
 

月
臨
時
町
議
会
が
五
月
十
日
開
か
れ
、
議
長
、
副
議
長
 

を
は
じ
め
、
三
つ
の
常
任
委
員
会
の
委
員
、
田
川
地
区
 

一
部
事
務
組
合
議
会
の
議
員
、
監
査
委
員
な
ど
が
決
ま
 

り
ま
し
た
。
 

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

〇
議
長
選
挙
に
つ
い
て
 

投
票
に
よ
る
選
挙
の
結
果
、
立
花
杉
 

夫
氏
に
決
ま
り
ま
し
た
0
 

〇
副
議
長
選
挙
に
つ
い
て
 

投
票
に
よ
る
選
挙
の
結
果
、
小
松
篤
 

生
氏
に
決
ま
り
ま
し
た
。
 

O
常
任
委
員
会
委
員
の
定
数
お
よ
び
委
 

員
の
選
任
に
つ
い
て
 

三
つ
の
常
任
委
員
会
委
員
長
、
副
委
 

員
長
に
次
の
方
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

☆
総
務
常
任
委
員
会
廿
浦
田
勇
氏
（
 

委
員
長
）
武
末
義
信
氏
（
副
委
員
長
）
 

☆
厚
生
常
任
委
員
会
廿
山
下
次
男
氏
 

（
委
員
長
）
小
松
保
氏
（
副
委
員
長
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☆
産
業
建
設
常
任
委
員
会
廿
平
元
光
 

年
氏
（
委
員
長
）
日
高
進
氏
（
副
委
 

員
長
）
 

な
お
、
各
委
員
会
の
定
数
 

は
、
そ
れ
ぞ
れ
六
人
で
、
ほ
か
の
委
 

員
の
方
は
新
議
員
の
紹
介
欄
を
ご
覧
 

く
だ
さ
い
。
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赤
池
町
天
郷
青
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組
 

合
議
会
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議
員
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互
選
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つ
い
て
 

浦
田
勇
氏
、
武
末
義
信
氏
、
日
高
進
 

氏
に
決
ま
り
ま
し
た
。
 

o
田
川
地
区
伝
染
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院
組
合
議
会
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員
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い
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ま
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ま
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。
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労
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あ
な
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を
守
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法
律
で
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▽
 

家
内
冨
働
法
は
、
製
造
、
加
工
業
者
や
販
末
翼
杢
伯
な
ど
か
ら
委
託
を
う
 

▽
け
て
、
自
宅
で
物
品
の
製
造
加
工
な
ど
に
従
事
し
て
い
亙
塚
内
〕
ガ
働
者
の
 

▽
み
な
さ
ん
の
工
賃
、
就
業
時
由
回
、
安
ム
志
何
生
な
ど
の
吊
「
働
条
件
の
改
善
を
 

▽
図
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
法
律
で
す
。
 

▽
 

こ
の
法
律
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
、
馴
み
 

▽
が
簿
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多
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園
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事
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各
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ら
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。
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皇
系
内
労
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手
帳
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付
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い
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工
賃
は
】
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い
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ら
か
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納
期
は
い
つ
 

か
、
工
賃
の
支
払
日
は
い
つ
か
な
ど
必
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要
な
事
項
を
記
入
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

工
賃
の
支
払
い
が
遅
れ
た
り
、
工
賃
 

の
不
払
い
が
起
き
た
場
A
R

不
払
額
等
 

が
は
っ
き
り
し
な
い
と
問
題
の
解
決
が
 

む
ず
か
し
く
な
り
ま
す
。
 

互
選
に
つ
い
て
 

早
麻
豊
氏
に
決
ま
り
ま
し
た
。
 

o
下
田
川
衛
生
組
合
議
会
の
議
員
の
互
 

選
に
つ
い
て
 

立
花
杉
夫
氏
に
決
ま
り
ま
し
た
。
 

o
田
川
地
区
斉
場
組
合
議
会
の
議
員
の
 

互
選
に
つ
い
て
 

小
松
保
氏
に
決
ま
り
ま
し
た
。
 

o
赤
池
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監
査
委
員
の
選
任
に
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い
て
 

四
月
二
十
九
日
を
も
っ
て
議
会
議
員
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任
期
が
満
了
と
な
っ
た
た
め
、
 

村
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行
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選
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し
た
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。
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。
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事
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皆
つ
く
し
た
月
と
い
う
こ
と
 

か
ら
、
六
月
を
水
無
月
と
い
う
。
 

1
日
（
水
）
 

気
象
記
念
日
、
電
波
の
日
 

水
道
週
間
（
報
）
 

土
砂
災
害
防
止
月
間
（
認
）
 

4
日
（
土
）
 

歯
の
衛
生
週
間
（
諸
）
 

5
日
（
日
）
 

健
康
づ
く
り
歯
み
が
き
大
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禦
）
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回
町
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ー
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大
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週
間
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）
・
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化
行
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日
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日
（
火
）
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柳
恥
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」
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10 

日
（
金
）
 

日
本
脳
炎
予
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接
種
 

（
窯
麟
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 1
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時まで） 

時
の
記
念
日
 

11 

日
（
土
）
 

入
梅
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日
（
日
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懸
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）
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縄
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日
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5
 

時まで） 

26 

日
（
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）
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町
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日
（
月
）
 

心
配
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相
談
（
柳
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地区対抗むかで競争優勝 
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こ
か
ら
“
話
”
が
生
ま
 11 

、

心

が

通
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“

和

）

が

保

 

みんなでつくった 

楽しい1日 

==＝第22回町民体育大会一 

) 
Q
纂

ザ

 

爵
「
難
与
 

力走・熱演の跡 

「得点板」 ト 

夫婦さどり 
t かで無争 
ョく館訓えβ「二

‘．ま◇ぐ 弓 り 37光J ~ 
終か喫伍 乙 

猿畑地区公民館が優勝、 

準優勝は三区地区公民館で 

昨年と1位、 2位が入れ替 

りました。 

ト
丸
山
明
く
ん
（
三
区
）
が
力
強
く
選
手
宣
誓
 

鼻
二
に
 

‘
「
お
は
よ
う
お
じ
さ
ん
」
も
大
ハ
ッ
ス
ル
 

▲ 
地区公民館対抗I)レー優勝 

14支所のみなさん 

掛け声かけれど足が 

▼ むかで競争 

ト
 

母
は
強
し
 

4
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
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な
引
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「
あ
な
た
ガ
待
っ
て
よ
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の
し
烈
な
争
い
 

夫
婦
き
ど
り
対
抗
リ
レ
ー
 
‘
 

'flI ' 3 

高尾谷盤通 

ノー 

新1年生の 

「交通安全教室」 開かる 

五
月
十
日
、
上
 

野
小
学
校
と
市
場
 

小
学
校
で
新
一
年
 

生
を
対
象
に
し
た
 

交
通
安
全
教
室
が
 

開
か
れ
ま
し
た
。
 

田
川
警
察
署
の
 

交
通
巡
視
員
の
方
 

と
交
通
安
全
協
会
 

赤
池
支
部
の
皆
さ
 

ん
に
よ
り
、
紙
芝
 

居
や
模
擬
信
号
機
 

で
、
正
し
い
横
断
 

歩
道
の
渡
り
方
を
 

勉
強
し
ま
し
た
0
 

子
ど
も
は
ー
つ
の
こ
と
に
気
が
 

向
く
と
、
周
り
の
も
の
が
目
に
入
 

ら
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
手
を
 

上
げ
る
と
車
は
必
ず
止
ま
っ
て
く
 

れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
物
事
を
単
 

純
に
し
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
も
、
 

子
ど
も
の
行
動
特
性
を
十
分
知
り
 

新
入
学
児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守
 

り
ま
し
よ
う
。
 

【横断は右見て左見て 

× もう一度右、市場小で】 

【
交
通
安
全
協
会
か
ら
傘
を
 

受
け
取
る
両
小
学
校
校
長
】
 

粗
暴
運
転
・
 

め
い
わ
く
交
通
追
放
刀
 

五
月
十
一
日
か
ら
ニ
十
日
ま
で
 

全
国
一
斉
に
「
春
の
交
通
安
全
運
 

動
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
 

赤
池
町
で
も
、
交
通
安
全
協
会
 

赤
池
支
部
（
奥
永
昭
政
支
部
長
ほ
 

か
二
士
一
人
）
の
み
な
さ
ん
が
、
 

交
通
事
故
原
因
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
ご
と
に
増
 

加
し
て
い
る
粗
暴
運
転
一
め
く
わ
 

く
交
通
追
放
を
訴
え
て
、
町
内
を
 

く
ま
な
く
パ
レ
ー
ド
し
、
協
力
を
 

訴
え
ま
し
た
。
 

な
お
、
パ
レ
ー
ド
に
先
が
け
、
 

同
支
部
か
ら
上
野
・
市
場
両
小
学
 

校
に
六
十
本
の
傘
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
 

さ
れ
ま
し
た
。
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第245 号 

アジア国際芸術祭日本代表 

として参加芦馬鷹洲さんら 

五
月
一
日
か
ら
三
十
 

日
ま
で
、
韓
国
蚕
室
体
 

育
館
で
、
大
韓
民
国
外
 

務
部
後
援
に
よ
る
、
第
 

十
七
回
ア
ジ
ァ
国
際
芸
 

術
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
祭
典
は
、
オ
リ
 

ン
ピ
ッ
ク
開
催
場
で
も
 

あ
る
、
約
三
万
人
収
容
 

の
同
体
育
館
で
、
約
三
 

十
七
カ
国
が
芸
術
全
般
 

に
わ
た
っ
て
参
加
す
る
 

伝
統
あ
る
国
際
的
な
行
 

事
で
す
。
 

こ
の
芸
術
祭
に
日
本
代
表
と
し
て
、
 

詩
吟
の
鷹
洲
会
会
長
芦
馬
鷹
洲
さ
ん
（
 

上
野
上
小
路
）
、
尺
八
の
石
原
無
堂
さ
ん
 

曇
祖
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー
の
計
二
十
三
人
 

が
招
待
を
受
け
参
加
し
ま
し
た
。
 

芦
馬
さ
ん
は
、
日
本
人
と
し
て
戦
後
 

初
め
て
吟
詠
を
披
露
し
、
日
本
語
で
の
 

挨
拶
も
同
時
通
訳
さ
れ
ま
し
た
。
 

演
技
中
は
、
わ
れ
る
よ
う
な
拍
手
が
 

数
回
に
わ
た
っ
て
起
こ
り
、
 
「
行
は
芸
 

能
を
通
じ
て
の
文
化
交
流
に
重
責
を
果
 

た
さ
れ
帰
国
し
ま
し
た
。
 

圏
 圃九
区
雛
尋
満
三
周
年
 

圏
 

三
木
春
翁
 

九
区
公
民
館
に
俳
句
会
を
創
設
し
て
、
 

六
月
で
満
三
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
 

そ
の
間
（
病
者
一
人
を
除
き
）
脱
落
 

者
も
な
く
、
皆
楽
し
く
精
進
し
て
ま
い
 

り
ま
し
た
。
 

こ
れ
を
機
会
に
、
句
会
の
名
称
も
「
赤
 

池
ホ
ト
ト
ギ
ス
句
会
」
と
改
称
し
、
今
 

後
の
努
力
の
足
が
か
り
と
致
し
た
い
と
 

思
い
ま
す
。
 

い
ま
だ
三
歳
児
の
未
熟
の
句
も
多
い
 

と
思
い
ま
す
が
、
以
下
に
全
員
の
句
を
 

掲
げ
て
大
方
の
御
支
援
を
お
願
い
い
た
 

し
ま
す
。
 

【日本代表として参加した芦馬鷹洲さん（前列右から5人目）, 

石原無堂さん（前列左から2人目），霧祖太鼓のメンバーのみなさん】 

一
 

ー 』 
”」
 

11 
ノ
 

マ
 

、、、 

W
 

ア
 

W
 

フ
 

「 
団
 

m 
写
 

い
r
 

一
一
 

会
 

一
一
 

例
 

一
一
 

月
 

？
」
5
 

三
宅
さ
ん
の
作
品
 

「
新
聞
少
年
」
 

眼
前
に
凋
み
て
落
ち
し
木
僅
か
な
 

秋
晴
や
空
の
雲
さ
へ
止
ま
り
て
 

菊
焚
い
て
燃
え
尽
き
る
迄
見
守
り
て
 

伊
藤
 
玉
泉
 

行
く
春
や
五
百
羅
漢
の
う
す
ぼ
こ
り
 

降
ろ
さ
れ
て
風
の
香
の
た
つ
鯉
職
 

野
の
蓬
た
け
て
祭
の
遠
唯
子
 

ほ
ら
 

上
村
 
筑
風
 

新
緑
の
句
座
に
法
螺
の
音
流
れ
く
る
 

櫨
紅
葉
岸
に
客
待
つ
ど
ん
こ
船
 

虎
落
笛
潮
騒
交
え
旅
の
宿
 矢

野
き
く
え
 

緑
陰
に
鹿
の
憩
へ
ば
吾
も
亦
 

折
返
す
山
路
け
は
し
く
葛
の
花
 

満
天
の
星
も
工
事
の
灯
も
凍
て
ぬ
 

並
川
 
豊
子
 

迎
火
や
母
の
齢
に
ま
だ
遠
し
 

寒
々
と
竹
杖
を
抱
き
バ
ス
を
待
つ
 

夜
目
白
く
額
の
花
照
る
月
明
り
 

大
池
 

一
枝
 

5月13日（金）午後7時30分から町民会館で会員9名 

が出席し、モノクロ10点、カラ- 151点の作品の合評を 

しました。 

春
の
蚊
の
よ
ろ
け
よ
ろ
け
て
破
璃
の
ぼ
る
 

遠
近
の
草
摘
む
声
の
野
に
吸
わ
れ
 

山
眠
る
夜
空
に
濃
ゆ
き
闇
と
し
て
 

乾
 

信
子
 

も
ろ
も
ろ
の
花
芽
動
き
て
春
は
そ
こ
 

此
の
雨
は
寒
を
戻
さ
ぬ
壁
と
な
り
 

秋
深
み
素
足
の
冷
え
も
そ
の
ー
つ
 

近
藤
千
枝
子
 

子
つ
ば
め
の
大
き
な
ロ
が
巣
に
あ
ふ
れ
 

帯
透
け
て
夏
の
羽
織
の
綾
ゆ
れ
て
 

湾
に
来
て
さ
ざ
れ
波
の
香
花
曇
り
 

川
原
シ
ゲ
ノ
 

同
席
の
は
ば
か
り
も
な
く
着
ぶ
く
れ
て
 

秋
遍
路
追
慕
心
の
深
ま
り
て
 

萩
や
さ
し
風
を
あ
し
ら
い
つ
つ
こ
ぼ
る
 

西
郷
里
未
子
 

合
掌
の
身
に
ふ
り
か
か
る
落
葉
か
な
 

雨
し
と
ど
牡
丹
の
乱
れ
涙
と
も
 

も
ん
し
ろ
の
雲
に
消
え
た
る
行
方
か
な
 

本
多
三
千
女
 

J
 

《今月の優秀作家》 

2席 戸 塚 栄太郎 

「にわとり」 

3席 高 瀬 昭―郎 

「とんぼ」 

6席 岡 部 日出朗 

一 三 宅 嘉 

「女」 

光 井 英 ― 

「炎の舞」 

坂 本 孝 喬 

「雨あがり」 

永 尾 富 男 

「シャクナゲ」 

席
 

「ピエロ」 

3席 

5席 

7 席 

未
来
な
き
硬
山
寒
＜
馨
り
 

硬
山
の
昏
れ
て
燃
え
立
つ
畦
火
か
な
 

硬
山
の
タ
風
寒
く
田
芹
摘
む
 

三
木
 
春
翁
 

つ
 
れ

づ

れ

に

 
⑩

 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
た
か
し
 

つ

れ

 

夫
の
後
追
ふ
ご
と
病
死
黄
水
仙
 

禅
寺
の
古
文
書
拝
す
日
の
永
し
 

面
会
簿
傍
に
生
け
あ
り
桃
の
花
 

う
ら
ら
か
や
杖
し
て
巡
る
池
ほ
と
り
 

マ
イ
カ
ー
の
長
閑
に
駐
車
荘
の
午
後
 

年
古
れ
ば
思
ひ
出
久
し
庭
桜
 

春
衣
装
映
へ
る
白
足
袋
寮
母
舞
ふ
 

花
の
宴
ま
か
り
出
た
る
太
郎
冠
者
 

篠
生
会
寺
に
詣
で
ず
不
精
し
て
 

春
愁
や
弾
ま
ぬ
こ
こ
ろ
ラ
ジ
ォ
止
む
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報
 

猪口 公子％ 青木シゲ子さん 

費2 672 （本町） か2770 （原） 

四
月
二
十
六
日
、
福
岡
県
庁
で
福
岡
 

県
消
費
相
談
員
の
委
嘱
状
交
付
が
行
わ
 

広
 

れ
ま
し
た
o
 

第245 号 ⑦
 

赤
池
町
で
は
、
猪
口
公
子
さ
ん
（
本
 

町
）
と
青
木
シ
ゲ
子
さ
ん
（
原
）
が
委
 

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
 

相
談
員
は
、
①
地
域
の
消
費
生
活
相
 

談
お
よ
び
商
品
知
識
等
の
普
及
啓
発
に
 

あ
た
る
。
②
消
費
生
活
に
関
す
る
苦
情
 

の
受
付
け
お
よ
び
町
へ
の
連
絡
な
ど
処
 

理
の
あ
っ
せ
ん
に
必
要
な
処
理
を
行
う
。
 

③
消
費
者
が
商
品
の
テ
ス
ト
等
の
依
頼
 

を
す
る
際
、
必
要
な
事
項
の
説
明
を
行
 

う
。
④
消
費
生
活
に
関
す
る
一
般
的
な
 

意
見
お
よ
び
要
望
を
随
時
町
に
申
し
で
 

る
。
⑤
県
ま
た
は
町
の
行
う
消
費
生
活
 

に
関
す
る
調
査
等
に
協
力
す
る
。
な
ど
 

の
職
務
を
行
い
ま
す
。
 

国民年金に 

加入しましょう 

い
ま
、
わ
が
国
は
皆
 

年
金
の
時
代
で
す
。
国
 

内
に
住
所
の
あ
る
人
は
 

国
籍
を
間
わ
ず
、
だ
れ
 

で
も
が
な
ん
ら
か
の
公
 

的
年
金
制
度
に
加
入
し
 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
は
、
農
林
 

漁
業
・
商
業
な
ど
の
自
 

営
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
 

ど
の
人
と
そ
の
家
族
で
、
 

厚
生
年
金
、
共
済
組
合
 

等
の
職
場
の
年
金
に
加
 

入
し
て
い
な
い
二
十
歳
 

か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
 

人
が
加
入
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。
 

、
現
在
、
赤
池
町
で
は
、
千
九
百
二
十
 

三
人
が
国
民
年
金
に
加
入
し
、
四
百
十
 

四
人
の
人
が
年
金
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

国
民
年
金
に
当
然
加
入
レ
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
人
で
、
未
だ
に
加
入
し
て
い
 

り
 

な
い
人
も
み
う
け
ら
れ
ま
す
。
 

末
加
入
の
ま
ま
で
す
と
、
将
来
の
老
 

齢
年
金
は
も
と
よ
り
、
不
測
の
事
故
で
 

障
害
者
や
、
母
子
家
庭
な
ど
に
な
っ
た
 

と
き
に
、
年
金
が
受
け
ら
れ
ず
、
生
活
 

の
支
え
を
失
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
 

せ
ん
。
 

一
 

「
 

一
 

」
 

『
 

一一 

一
 

『
 

『
 

，
 
一一 

一 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

 

交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
 

【
特
別
賛
助
会
費
】
 

o
西
日
本
設
計
工
業
株
式
会
社
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

【
寄
附
】
 

o
双
建
平
川
設
計
 
平
川
恒
男
十
万
円
 

【
賛
助
会
費
】
 

p
沢
永
 
孝
美
 

【
香
典
返
し
】
 

一
一
千
円
 

o
金
一
封
 
玉
井
 

一 

（
車
道
）
 

〇
金
一
封
 
秋
山
 

幸
雄
（
原
）
 

エンゼルクイズ 

【第85回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸あIJますよう… 

【問題】 

下の文章のロの中に〈語群〉の中から適当 

な言葉を選んで文章を完成してください。 

〈語群〉 ④満25歳 ⑧満30歳 

日本国民が各選挙の投票日現在において、 

立候補できるのは衆議院議員については年齢 

満25歳以上の人、参議員議員については、国 

以上の人、都道府県議会の議員については、 

その選挙権を有する者で国以上の人、都道 

府県知事については、満30歳以上の人、市町 

村議会の議員については、その選挙権を有す 

る人で固以上の人、および市町村長につい 

ては国以上の人である。 

【応募の要領】 

国から国に入る記号を官製ハガキに記入の 

うえ6 月15日までに赤池町役場総務課文書広 

報ェンゼルクイズ係までお送りください。な 

お住所、氏名を明記してください。抽選で正 

解者3人に記念品を贈ります。 

〈解答例〉 ① A 

【第84回の解答】 

1 ⑥ 2⑧ 3④ 4⑧ 5⑥ 

【正解者】 

応募総数9通のうち、正解は2通でした。 

次の2人の方に記念品を贈ります。（敬称略） 

ト白井多代子（上野） ト原 栄子（大久保） 

f に・ 

α 4 月末日住民登録 Q 
（前月比） 

人 口9,676 ( -12）・ 
男 4,607 ( - 4) 
女 5,069（ 一8) 

世帯数3,189（ 士 0) 

o
金
一
封
 
梶
原
 

ッ
イ
（
上
寿
）
 

五
月
十
七
日
現
在
 
敬
称
略
 

× 
6 月福祉センターの行事 囲碁大会のお知らせ 

【休館日】 

6日、13日、20日、27日 

【福祉バス運行日】 

休館日をのぞく毎日 

【仏教法話会】 

6月14日（火） 

午前11時から 

ノ 

【演芸日】 

2日、 5日、 9日、12日 

16日、19日、23日、26日 

30日 

【心配ごと相談日】 

7日、17日、27日 

午前10時から午後3時 

× ’ ー  '  ー ’ ー ー ‘

時 6 月26日（日） 

10時から3時まてる 

●場 所 福祉センター 

●参加費 300 円 

みなさんお誘い合わせのうえ、ご参加くださ 

?
 

いo 
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、
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、
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、
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．
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乏洲債恕 
忘れないで心にとめて 

おきましょう 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
 

が
始
ま
り
ま
す
 

赤
池
町
内
在
住
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
 

好
き
な
女
性
の
方
を
対
象
に
次
の
と
お
 

り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
日
時
 

6
月
 18 

日
田
の
第
一
回
目
よ
 

り
毎
月
第
一
・
第
三
土
曜
日
 

午
後
8
時
か
ら
 10 

時
ま
で
 

▽
コ
ー
チ
 

長
谷
川
恵
久
氏
・
黒
土
孝
 

司
氏
 

▽
受
講
料
 
千
円
（
年
間
）
 

▽
場
所
 
赤
池
町
民
会
館
 

※
第
一
回
か
ら
実
技
指
導
が
あ
り
ま
す
 

の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
服
装
で
会
 

場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

詳
細
は
、
教
育
委
員
会
。
4
1
0
0
 

番
へ
間
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

調
理
師
試
験
が
 

行
わ
れ
ま
す
 

多
数
人
に
対
し
て
飲
食
物
を
調
理
し
 

て
供
与
す
る
施
設
ま
た
は
営
業
で
、
調
 

理
師
法
施
行
規
則
第
四
条
に
規
定
す
る
 

も
の
に
お
い
て
二
年
以
上
調
理
の
業
務
 

に
従
事
し
た
人
を
対
象
に
、
次
の
と
お
 

り
調
理
師
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
試
験
日
時
 
8
月
5

日
園
 
午
後
1
 

時
か
ら
3
時
ま
で
 

▽
試
験
場
 
北
九
州
大
学
・
西
南
学
院
 

大
学
 

▽
願
書
受
付
期
間
 

月
 10 

日
ま
で
 

6
月
6
日
か
ら
6
 

▽
提
出
書
類
 
①
受
験
願
書
2
部
②
卒
 

業
証
書
の
写
、
ま
た
は
卒
業
証
明
書
 

③
調
理
業
務
に
従
事
し
た
こ
と
を
証
 

す
る
書
類
④
戸
籍
抄
本
⑤
写
真
 

▽
願
書
提
出
先
 
住
所
地
ま
た
は
就
業
 

地
を
管
轄
す
る
保
健
所
 

▽
間
合
せ
先
 
田
川
保
健
所
 

廿

0

9

4

7

4
④

0

 <b

（。〈b 

労
働
問
題
の
相
談
所
 

が
開
か
れ
ま
す
 

福
岡
県
筑
豊
労
働
福
祉
事
務
所
主
催
 

の
無
料
相
談
所
が
次
の
と
お
り
開
か
れ
 

ま
す
。
 

▽
日
時
 

6
月
 23 

日
 

午
後
3
時
ま
で
 

午
前
 10 

時
か
ら
 

▽
場
所
 
川
崎
町
中
央
公
民
館
 

▽
相
談
内
容
 
労
働
条
件
、
安
全
衛
生
 

労
働
災
害
、
雇
用
、
生
活
資
金
貸
付
 

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
、
労
務
 

診
断
、
労
使
関
係
等
の
労
働
問
題
全
 

般
 

▽
間
合
せ
先
 
筑
豊
労
働
福
祉
事
務
所
 

か
0
9
4
8
2
②
1
1
4
9
 

簿
記
講
座
が
 

開
か
れ
ま
す
 

田
川
商
工
会
議
所
主
催
の
簿
記
講
座
 

が
次
の
と
お
り
開
講
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
講
座
は
、
日
常
の
取
引
き
に
も
 

と
づ
く
記
帳
等
を
初
心
者
を
対
象
に
事
 

例
に
基
づ
い
て
講
義
す
る
商
業
簿
記
の
 

基
礎
コ
ー
ス
で
す
。
 

▽
日
時
 
7
月
 21 

日
（
予
定
）
か
ら
8
 

月
末
の
二
十
日
間
 
午
後
6
時
か
ら
 

8
時
ま
で
 

▽
場
所
 

田
川
市
新
町
 
西
日
本
計
理
 

専
門
学
校
 

▽
受
講
料
 
五
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
 

む） 

▽
申
し
込
み
 

7
月
 19 

日
ま
で
に
田
川
 

商
工
会
議
所
窓
口
で
 

▽
問
合
せ
先
 
同
会
議
所
へ
 

合
0
9
4
7
4
④
3
1
5
0
 

電
気
工
事
士
試
験
 

が
行
わ
れ
ま
す
 

昭
和
五
十
八
年
度
の
電
気
工
事
士
試
 

験
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
日
時
 

o
筆
記
試
験
 
7
月
 17 

日
⑧
 10 

時
か
ら
 

o
技
能
試
験
 
10 

月
 16 

日
⑧
 10 

時
半
 

▽
場
所
 
福
岡
工
業
大
学
 

▽
願
書
受
付
期
間
 
6
月
1

日
か
ら
6
 

月
 11 

日
ま
で
 

▽
提
出
書
類
 
①
受
験
願
書
②
写
真
③
 

受
験
手
数
料
四
千
九
百
円
 

※
五
十
七
年
度
に
筆
記
試
験
に
合
格
し
 

た
人
や
電
気
関
係
の
学
校
を
卒
業
し
 

た
人
は
、
申
請
に
よ
り
筆
記
試
験
が
 

免
除
さ
れ
ま
す
。
 

間
い
合
せ
は
、
福
岡
県
工
業
課
へ
 

廿
0
9
2
1
6
5
1
1
1
1
1
1
 

× 
期限は6 月30日 

「児童手当」を引き続き受けるには 

手続きが必要です 

児童手当または児童手当の特例給付を受けている 

方は 「現況届」 を提出してください。期限は6 月30 

日です。 

現況届は、手当が受けられるかどうかを確認する 

大切な手続きです。 これからも引き続いて児童手当 

や特例給付を受けようとする人は、現況届を提出し 

てください。 

この現況届を出しませんと、 6 月分からの手当が 

受けられなくなります。ご注意ください。現況届の 

提出先は 

●官公庁や、国鉄など三公社にお勤めの方・・一勤務先 

●それ以外の方…役場福祉係となっています。 なお 

手続きには①印鑑（②）年金手帳が必要です。 

× ノ 

I 
 ◆三種混合ワクチン◆ 

百日咳、ジフテリア、破傷風の各ワクチン 

を混合したワクチンです。破傷風は人から人 

にうつる伝染病ではないために、法律には入 

っていませんが、いつかかるかわからぬ恐ろ 

しい病気ですし、ワクチンの効き目もすぐれ 

ていますから、ぜひ破傷風ワクチンの入った 

予防接種をうけましょう。 

三種混合ワクチンは、生後3 カ月から48カ 

月までの間に第1期3回の注射をうけ、それ 

が終わってから1年～1年半後に第2期1回 

の注射をうければよいことになっていますが 

町で日をきめてやる集団接種では、生後24カ 

月から48カ月の間に第1期、第2期の接種を 

終るよう日程を組んでいます。 もちろん百日 

咳やジフテリアの流行がおこりそうなときや 

主治医がやってくれるときは、 3 カ月以後な 

ら早目でもよいのです。 

第1期3回の注射の間隔は3週間から8週 

間の間とされていますが、もしその間隔の内 

にうけそこねた場合には、保健所や主治医に 

相談してください。 

0 

× 

× ノ 


